
芸術体験フェスタ！

＜県政150周年記念事業＞ みんな de アート

令和4年10月2日

～ 県内で文化芸術を継承している子どもたちの舞台発表 ～

子ども芸術発表会
ＱＲコードからアクセス
すると、公演のライブ配
信をスマートフォン等で
ご覧になれます▶

主 催 ▶ 岩手県 お問合せ先 ▶ 一般社団法人岩手県芸術文化協会 TEL・FAX：019-626-1202

岩手県民会館 大ホール
▶ 開演13：00～15：30 入場無料日

① 赤澤鎧剣舞 大船渡市立大船渡北小学校北小「郷土芸能部」

私たちは岩手県内小学校では希少な部活動に北小「郷土芸能部」
を平成２５年創部、踊りの所作や地域の歴史を学習しながら毎週、
放課後に練習しています。民俗芸能は踊りに奥深さがあり、形に
するまで大変ですが、伝統を引き継ぐ後継者として技術向上を目
指し、私たちから後輩へ繋いでこそ民俗芸能の歴史が創られるも
のと頑張っています。

大船渡北小学校北小「郷土芸能部」の活動

演 目

出演者

髙山苺依 飯田莉愛 米沢凛久 及川慶祐 佐藤天礼 八木理叶 大久保美愛 鈴木愛里 新沼 栞 熊谷晴輝
及川桃花 後藤桜子 塚原茉穂 佐々木梓 米沢恵渚 髙山唯鈴 熊谷 蒼 熊倉快斗 髙山桃河 紀室光羅
川原昂大 紺野春馬 栗村学人

● 小学生 ２３名 ▶ 計２３名

【 扇子の踊り 十五番庭 (称名 袈裟衣) 】
赤澤鎧剣舞は、大船渡市大船渡町旧の赤澤部落に伝わる民俗
芸能で、江戸時代末期頃より踊り伝えられてきましたが、一時
中断、明治に入り中興しました。明治期から鎧を着装するようになり、鎧剣舞の元祖として「赤澤鎧剣舞」と
名称を改め現在に至ります。

② 日本舞踊 岩手県邦舞協会

■司会／二階堂芳子

※ 出演団体、出演順、出演者は変更になる場合があります。※ 携帯電話の電源はお切りになるか、マナーモードにお切り替えください。
※ 主催者の許可のない撮影・録音は禁止させていただきます。

岩手県邦舞協会の活動

岩手県邦舞協会は県内の先生方と会員が所属し、主な活動として春と秋の芸術祭
の舞台部門への出演、その他扇供養、講習会、講演会などを行い、３００年以上
続く日本の伝統芸能である日本舞踊を次世代の子供たちへ継承すべく活動をして
おります。コロナ禍のなかにおいても日本舞踊を広くたくさんの方々にみていた
だける貴重な機会に感謝して発表させて頂きます。

演 目

出演者 ● 小学生 ２名 ●中学生１名 ▶ 計３名

【元禄花見踊】
元禄時代の華やかな花見風景を表した踊りです。

【供 奴】
武家に仕える奴で主人のお供に出遅れてしまい、提灯を片手に主人を探しな
がら主人の自慢や真似をして踊ったりしますが、今回はその一部を踊ります。

[元禄花見踊] 大坪瑞穂 齋藤陽夏乃
[供 奴] 佐藤星史郎

⑦ 新舞踊 二戸貴扇会／二戸市芸術文化協会

演 目

二戸貴扇会の活動

出演者 ● 小学生１名 ●中学生 １名 ▶ 計２名

⑧ 金津流梁川こども獅子躍 奥州市芸術文化協会

金津流梁川こども獅子躍の活動

演 目

出演者

こども獅子躍は梁川２区自治会（芦沢・栗生沢集落）
が平成１５年春に財団法人伝統文化活性化国民協会の
「こども教室事業」を取り入れ、地域の小・中学生を
対象に、古くから伝わる金津流梁川獅子躍の技芸を学
び、後継者育成を目的に結成いたしました。
令和４年度は令和４年度文化庁伝統文化親子教室事業
「おうしゅう伝統文化親子教室」事業の一環として奥
州市内の子ども達が参加しております。

［活動内容］
① 令和４年度文化庁伝統文化親子教室事業
「おうしゅう伝統文化親子教室」への参加。

②「奥州こども芸術発表会」への出演。
③ 江刺梁川２区集落の桜見会出演。
④ 江刺梁川松尾神楽祭出演。
⑤ 江刺藤原の郷定期公演。
⑥ 江刺夏祭り街中公演 他。

【礼庭】

「礼庭」は礼儀的な礼式の舞です。一番庭とも云われ、
神事・仏事には崇拝を表す「三光の儀」の後に必ず躍られます。他に祝儀、催事等でも踊られます。
悪霊退散・五穀豊穣・安全祈願・子孫繁栄・祖霊供養を祈願するものであります。

● 小学生 １０名 ▶ 計１０名

家子玲央 及川啓介 山谷蒼羽 佐藤睦太 幸野佑 佐藤誠也 織田壮真 伊藤大晴 鈴木春太 鈴木野花

日本の伝統芸能「日本舞踊」を習得し、年に１～２回、
皆様の前で発表しています。古典に限らず、新舞踊の
お稽古もしています。流派は、正派若柳流です。踊り
の習得だけでなく、着物の着こなし、礼儀正しい振る
舞い、集中力を身につけながら、日本文化を学んでい
ます。
少ない人数での出演ですが、舞台が華やかで皆様が楽
しい気持ちになれるよう、精一杯踊ります。

【 人生いろいろ 】

阿部百花 阿部礼奈



有扇会／岩手県新舞踊協会

有扇会の活動

日本舞踊藤扇流に所属及び岩手県新舞踊協会に加盟、花巻地区舞踊団体としての活動をしています。
家元藤扇流発表会及び岩手県新舞踊協会主催の
発表会や地域の各種団体からの要望に応じて発
表活動をしています。藤扇流の舞踊を大人も子
供も楽しみながら発表出来るように心がけてい
きたいです。

演 目

【眦（まなじり）】

【雪月花】

出演者 ● 中学生 ３名 ▶ 計３名

[眦（まなじり）] 八重樫ららか 佛川唯奈
[雪月花] 藤井まつり

滝沢駒踊り保存会

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾊｰﾓﾆｰｼﾞｭﾆｱｵｰｹｽﾄﾗ／岩手県弦楽研究会

金田尚子舞踊研究所／岩手県洋舞協会

③ 滝沢駒踊り

⑥ ヴァイオリン重奏

⑤ 新舞踊

④ モダンダンス

滝沢駒踊り保存会の活動

金田尚子舞踊研究所の活動

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾊｰﾓﾆｰｼﾞｭﾆｱｵｰｹｽﾄﾗの活動

演 目

演 目

演 目

出演者

出演者

出演者

● 小学生 １５名 ●大人 １０名 ▶ 計２５名

●園 児 １名
●小学生 ９名
●中学生 ２名
●高校生 １名 ▶ 計１３名

鈴を鳴らしながら踊る子供たちの可愛らしい馬に、
ササラを打ち鳴らして先導する踊り手が付く駒踊り
を小学生らで披露します。
昨今、担い手不足が懸念されているが、郷土芸能を
絶やすことなく、今後も継承していきたいです。

田端晄希 田端姫衣 田子永璃菜 熊谷朋花 鍵本芽生 鍵本紗那 玉城こう子 玉城カナエ 佐藤玲奈
藤江那珠 藤江 湊 藤江瑛士 阿部蓮真 熊谷桃萌香 横澤璃飛 堀江 徹 熊谷信雄 小野寺正広
清水治美 小野寺正美 田端則行 伊藤義隆 田端 結 阿部竜乃介 熊谷教央

盛岡市加賀野で、３歳から７０歳代の方々に、モダンダ
ンス、クラシックバレエ、コンテンポラリーダンス、マ
ダムストレッチクラスなど、多岐にわたって指導してい
ます。全国舞踊コンクール上位入賞を果たす門下生を数
多く輩出しています。
綺麗な衣裳を身に付けて、私たちと一緒に楽しく踊りま
しょう。

【お弁当ばこのうた ～あなたへのお手紙～ 】

【Ｄｅｅｐ Ｆｏｒｅｓｔ】
第７９回全国舞踊コンクール群舞ジュニア部３位

[お弁当ばこのうた]
髙橋莉凛 赤坂向日葵 福地歩実 明堂牡丹 奥村杏貴 藤堂あさひ 三宅由莉
吉田果穂 ホール美沙紀 乙部晴南 細田心渚 明堂 燕

[Ｄｅｅｐ Ｆｏｒｅｓｔ]
関根亞子 藤堂ひかる 大内葵衣 佐藤立恩 青木花 大久保永遠 月折胡柚

【きらきら星変奏曲】【ロングロングアゴー変奏曲】【ドイツ舞曲 メヌエット（KＶ164 Nr.1・Nr.2）】

鎌田琴衣 鎌田 慎
ハリスルシア 川崎深智
高橋航太 藤田若香菜
亀谷時也 大隈こゆき
吉田佳央 多田光我
高橋寛太 熊谷咲希
高橋日菜子

【駒踊り】
放牧中の馬の動作を基本にして、逞しさと愛らしさを
巧みに表現した踊りです。古くは野馬取りを模して始
められたともいわれています。やがて江戸時代の子供
たちの玩具として流行した竹馬遊びが集団化したのが現在の駒踊りの起こりです。踊り手の駒７頭に駒曳きが１
人つき、ササラと木馬の手綱についた鈴の音を響かせて踊るしぐさは、子供たちだけの踊りとしても勇ましく、
また近隣市町村の馬の守護神として信仰される蒼前神社、及び馬を曳いて蒼前参りをした牛馬の無病息災を祈願
するチャグチャグ馬コなど、馬にゆかりの深い滝沢市にとって貴重な文化財です。滝沢市指定無形民俗文化財。

岩手県弦楽研究会は１９６８年に岩手県での弦楽器の指導・振興を目的として弦楽器指導者が集い設立されました。
「スプリングハーモニー」とは設立当初から春に開催されている演奏会の名称です。
１９９９年からは岩手県初のジュニアオーケストラとして演奏を披露し、指揮者には滝沢三郎氏、２００２年より
梅田俊明氏、２００７年より今日に至るまで新田ユリ氏をお迎えし、的確なる指導のもと演奏を充実させています。
岩手の文化振興につながる活動を主体とし、弦楽合奏、オーケストラの楽しさ、演奏する喜びを広く伝えています。

［活動内容］
① ジュニアオーケストラの指導、育成。
② 新人の紹介、会員による弦楽合奏の演奏会や派遣事業、移動芸術祭での演奏等。
③ ヴァイオリン教室のない地域での出張指導。④ 演奏家の招聘及びクリニック。


